戦間期日本の炭鉱業と朝鮮人鉱夫 -福岡県筑豊炭田を中心として by 佐川 享平
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論
文
概
要
「
戦
間
期
日
本
の
炭
鉱
業
と
朝
鮮
人
鉱
夫
―
―
福
岡
県
筑
豊
炭
田
を
中
心
と
し
て
」 
佐
川 
享
平 
 
課
題
と
方
法 
 
本
稿
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
戦
間
期
に
か
け
て
、
日
本
の
炭
鉱
に
就
労
し
た
朝
鮮
人
労
働
者
（
鉱
夫
）
の
実
態
を
検
討
し
、
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 
 
炭
鉱
業
は
、
戦
前
の
「
内
地
」
在
住
朝
鮮
人
に
と
っ
て
の
「
三
大
職
種
」（
職
工
・
土
工
・
鉱
夫
）
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
そ
の
労
働
・
生
活
の
形
態
は
、
都
市
と
そ
の
周
辺
部
の
工
場
・
土
木
建
設
作
業
現
場
で
働
く
職
工
と
土
工
の
「
都
市
居
住
型
」
に
対
し
、「
現
場
居
住
型
」
と
類
型
化
さ
れ
る
（
佐
々
木
信
彰
）。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
に
お
い
て
は
、
生
活
史
・
社
会
史
的
視
座
が
重
視
さ
れ
、
都
市
部
に
お
い
て
、
朝
鮮
人
た
ち
が
自
立
的
・
自
足
的
な
社
会
（
＝
「
在
日
朝
鮮
人
社
会
」）
を
形
成
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
炭
鉱
と
朝
鮮
人
労
働
者
の
関
わ
り
を
論
じ
た
従
来
の
研
究
は
、
主
に
朝
鮮
人
戦
時
労
務
動
員
へ
の
関
心
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
戦
時
期
以
前
に
つ
い
て
も
、
戦
時
労
務
動
員
と
の
連
続
性
を
見
出
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
反
面
、
炭
鉱
業
の
展
開
に
留
意
し
て
朝
鮮
人
鉱
夫
の
実
態
を
構
造
的
に
把
握
す
る
と
い
う
視
座
を
欠
い
て
い
た
。 
 
だ
が
、
炭
鉱
業
で
は
、
就
労
す
る
人
々
の
労
働
と
生
活
の
場
が
、
事
業
所
の
内
部
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
点
に
大
き
な
特
質
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
炭
鉱
に
就
労
し
た
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
労
働
、
生
活
、
社
会
の
諸
側
面
に
、
都
市
部
と
は
相
当
に
異
な
る
特
徴
を
刻
印
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
労
働
・
生
活
の
歴
史
的
展
開
を
明
ら
か
に
し
、
都
市
部
を
念
頭
に
描
出
さ
れ
て
き
た
「
在
日
朝
鮮
人
社
会
」
の
歴
史
像
の
相
対
化
を
図
る
と
同
時
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
日
本
炭
鉱
業
の
展
開
の
な
か
で
演
じ
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 
 
本
稿
で
は
、
炭
鉱
企
業
が
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
雇
用
・
管
理
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
有
り
様
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
労
働
と
生
活
の
実
態
に
迫
る
。
労
働
と
生
活
の
場
が
丸
ご
と
事
業
所
に
内
包
さ
れ
る
炭
鉱
業
に
あ
っ
て
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
存
在
形
態
を
企
業
が
直
接
的
に
規
定
し
、
労
働
市
場
へ
の
包
摂
の
あ
り
方
が
、
朝
鮮
人
の
生
活
と
社
会
形
成
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
・
生
活
が
、
炭
鉱
企
業
の
い
か
な
る
方
針
の
も
と
に
成
り
立
ち
、
ま
た
逆
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
が
、
炭
鉱
側
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
と
い
う
、
炭
鉱
企
業
と
朝
鮮
人
鉱
夫
と
の
関
係
史
と
し
て
問
う
視
点
が
重
要
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。 
 
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
余
年
に
わ
た
る
対
象
時
期
を
、
大
戦
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
極
度
の
労
働
力
不
足
を
来
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
期
（
第
一
期
）、
慢
性
的
不
況
下
で
推
移
す
る
一
九
二
〇
年
代
（
第
二
期
）、
昭
和
恐
慌
期
～
景
況
回
復
に
向
か
う
一
九
三
〇
年
代
（
第
三
期
）
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
た
。
そ
し
て
、
炭
鉱
業
全
体
の
動
向
を
視
野
に
収
め
つ
つ
、
戦
前
日
本
に
お
け
る
最
大
の
産
炭
地
で
あ
り
、
全
時
期
を
通
じ
て
最
も
多
く
の
朝
鮮
人
鉱
夫
が
就
労
し
た
、
福
岡
県
筑
豊
炭
田
を
主
た
る
対
象
地
域
に
据
え
、
当
地
で
朝
鮮
人
鉱
夫
を
使
用
し
た
代
表
的
炭
鉱
企
業
（
三
菱
鉱
業
・
麻
生
商
店
）
に
即
し
た
分
析
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
一
部
、
北
海
道
の
炭
鉱
（
雄
別
炭
鉱
汽
船
雄
別
炭
鉱
）
と
の
比
較
も
試
み
て
い
る
。 
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各
章
の
概
要 
 
本
論
は
全
六
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
・
第
二
章
に
お
い
て
は
、
全
国
の
炭
田
を
対
象
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
就
労
構
造
と
存
在
形
態
（
第
一
章
）、
な
ら
び
に
動
態
（
第
二
章
）
の
分
析
を
行
い
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
戦
間
期
の
炭
鉱
業
に
お
け
る
、
朝
鮮
人
鉱
夫
使
用
の
構
造
と
展
開
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
第
三
章
～
第
六
章
で
は
、
第
一
章
・
第
二
章
で
得
ら
れ
た
見
取
り
図
を
も
と
に
、
福
岡
県
筑
豊
炭
田
を
主
た
る
舞
台
と
し
て
、
三
菱
鉱
業
（
第
二
期
）
と
麻
生
商
店
（
第
三
期
）
に
即
し
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
生
活
の
実
相
を
検
討
し
た
。 
 
以
下
、
各
章
の
概
要
を
示
す
こ
と
と
す
る
。 
 
第
一
章
で
は
、
戦
前
日
本
の
炭
鉱
業
に
お
け
る
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
就
労
構
造
と
存
在
形
態
を
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
本
格
的
使
用
が
開
始
さ
れ
た
第
一
次
大
戦
期
か
ら
戦
間
期
ま
で
を
視
野
に
収
め
つ
つ
考
察
し
た
。 
 
炭
鉱
業
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
就
労
構
造
は
、
①
大
戦
ブ
ー
ム
下
の
労
働
力
不
足
を
背
景
と
し
た
、
多
様
な
炭
鉱
で
の
使
用
開
始
と
撤
退
、
②
一
九
二
〇
年
代
の
大
手
炭
鉱
―
―
三
菱
鉱
業
・
北
海
道
炭
砿
汽
船
な
ど
―
―
へ
の
集
中
、
そ
し
て
、
③
一
九
三
〇
年
代
の
地
場
大
手
炭
鉱
（
福
岡
県
筑
豊
の
麻
生
商
店
、
山
口
県
宇
部
の
沖
之
山
炭
鉱
・
東
見
初
炭
鉱
）
と
中
小
・
零
細
炭
鉱
へ
の
散
在
、
と
推
移
し
た
。
か
か
る
動
向
を
地
域
（
産
炭
地
）
別
に
捉
え
れ
ば
、
三
菱
鉱
業
や
北
炭
が
大
規
模
炭
鉱
を
稼
行
し
、
多
数
の
朝
鮮
人
鉱
夫
を
使
用
し
て
き
た
北
海
道
や
長
崎
県
で
は
、
昭
和
恐
慌
期
を
境
と
し
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
急
速
に
減
少
す
る
一
方
、
山
口
県
で
は
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
て
朝
鮮
人
鉱
夫
数
が
伸
長
し
た
。
そ
し
て
、
大
手
炭
鉱
と
中
小
・
零
細
炭
鉱
と
が
分
厚
く
存
在
す
る
福
岡
県
で
は
、
戦
間
期
を
通
じ
、
最
多
数
の
朝
鮮
人
鉱
夫
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
各
地
の
炭
鉱
で
就
労
し
た
朝
鮮
人
鉱
夫
の
多
く
は
、
男
性
の
単
身
者
で
、
年
齢
は
二
〇
～
三
〇
才
と
若
く
、
教
育
程
度
の
低
い
人
々
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
内
地
」
で
就
労
す
る
朝
鮮
人
労
働
者
の
全
般
的
な
傾
向
と
合
致
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
出
身
地
・
前
職
に
は
、
炭
鉱
の
朝
鮮
人
鉱
夫
募
集
方
法
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
前
職
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
で
農
業
に
従
事
し
て
い
た
新
規
渡
航
者
か
、「
内
地
」
既
住
の
炭
鉱
労
働
経
験
者
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
後
者
を
好
ん
で
採
用
す
る
炭
鉱
が
戦
間
期
を
通
じ
て
存
在
し
、
実
際
に
、
炭
鉱
か
ら
炭
鉱
へ
と
移
動
す
る
“（「
内
地
」
に
）
定
着
し
つ
つ
移
動
す
る
”
人
々
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 
 
第
二
章
で
は
、
炭
鉱
に
就
労
し
、
炭
鉱
か
ら
炭
鉱
へ
と
渡
り
歩
い
た
朝
鮮
人
鉱
夫
の
移
動
パ
タ
ー
ン
を
析
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
、
福
岡
県
筑
豊
炭
田
を
中
心
に
移
動
を
経
験
し
た
人
物
の
具
体
的
な
足
跡
と
照
応
さ
せ
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
動
態
把
握
を
試
み
た
。
活
発
に
移
動
が
行
わ
れ
た
福
岡
県
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
、
新
規
渡
航
者
を
採
用
す
る
三
菱
鉱
業
や
貝
島
大
之
浦
炭
鉱
か
ら
、「
内
地
」
既
住
者
を
採
用
す
る
中
島
飯
塚
炭
鉱
や
麻
生
商
店
、
中
小
・
零
細
炭
鉱
へ
の
移
動
、
な
ら
び
に
、「
内
地
」
既
住
者
を
採
用
す
る
中
島
飯
塚
炭
鉱
、
麻
生
商
店
、
中
小
・
零
細
炭
鉱
の
間
で
の
移
動
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
三
菱
鉱
業
が
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
規
模
を
縮
小
し
た
た
め
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
移
動
は
、
麻
生
商
店
や
中
小
・
零
細
炭
鉱
と
い
っ
た
、「
内
地
」
既
住
者
を
採
用
す
る
炭
鉱
間
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
Ｍ
（
仮
名
）
と
金
萬
貞
と
い
う
二
人
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
足
跡
は
、
お
お
む
ね
、
こ
の
析
出
さ
れ
た
移
動
パ
タ
ー
ン
の
枠
内
に
収
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
、
彼
ら
の
移
動
に
対
す
る
態
度
や
動
機
、
方
法
は
、
3 
 
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
家
族
の
有
無
、
活
用
で
き
る
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
寡
な
ど
、
朝
鮮
人
鉱
夫
個
々
人
を
取
り
巻
く
状
況
に
よ
っ
て
、
移
動
に
際
し
て
採
り
う
る
選
択
肢
に
は
幅
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
第
三
章
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
朝
鮮
人
鉱
夫
増
加
を
牽
引
し
た
炭
鉱
企
業
・
三
菱
鉱
業
を
対
象
と
し
て
、
三
菱
鉱
業
筑
豊
礦
業
所
に
お
け
る
技
術
革
新
の
進
展
と
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
拡
大
と
の
間
に
あ
る
、
相
互
規
定
的
な
関
係
性
を
描
出
し
た
。
筑
豊
礦
業
所
に
お
い
て
は
、
長
壁
式
採
炭
法
・
発
破
採
炭
の
導
入
が
朝
鮮
人
鉱
夫
使
用
の
余
地
を
拡
大
す
る
一
方
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
が
、
そ
れ
ま
で
夫
婦
（
男
性
先
山
と
女
性
後
山
）
で
就
労
し
て
き
た
熟
練
鉱
夫
の
不
満
・
反
発
を
退
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
女
性
後
山
を
代
替
す
る
戸
樋
流
し
の
実
施
と
、
共
同
採
炭
制
へ
の
移
行
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
相
互
規
定
的
な
関
係
性
は
、
女
性
坑
内
夫
の
存
在
と
夫
婦
共
稼
ぎ
の
一
先
編
成
と
い
う
、
当
該
時
期
の
筑
豊
炭
田
に
お
け
る
炭
鉱
労
働
の
特
徴
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
筑
豊
に
お
い
て
、
技
術
革
新
、
と
り
わ
け
切
羽
運
搬
過
程
の
機
械
化
を
推
進
す
る
に
は
、
夫
婦
を
採
炭
夫
編
成
の
基
礎
単
位
と
し
て
き
た
労
働
力
構
成
の
再
編
が
不
可
欠
で
あ
り
、
筑
豊
礦
業
所
で
は
、
そ
の
た
め
に
朝
鮮
人
鉱
夫
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
筑
豊
礦
業
所
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
規
模
は
福
岡
県
に
お
い
て
突
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
は
筑
豊
炭
田
に
お
け
る
炭
鉱
労
働
の
特
徴
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 
 
そ
し
て
、
筑
豊
礦
業
所
で
雇
い
入
れ
ら
れ
た
朝
鮮
人
鉱
夫
の
就
労
状
況
を
み
れ
ば
、
郷
里
へ
の
送
金
や
貯
蓄
に
動
機
付
け
ら
れ
、
稼
働
率
は
良
好
で
あ
っ
た
。
出
来
高
払
い
で
あ
る
賃
金
水
準
（
採
炭
夫
）
は
、
当
初
、
日
本
人
鉱
夫
と
の
間
に
懸
隔
が
あ
っ
た
も
の
の
、
技
術
革
新
の
進
展
に
伴
う
朝
鮮
人
鉱
夫
の
能
率
向
上
に
よ
っ
て
、
そ
の
差
は
縮
小
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
旧
来
の
熟
練
技
術
が
重
要
性
を
有
し
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
賃
金
水
準
が
低
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
も
、
良
好
な
稼
働
率
を
反
映
し
た
精
勤
賞
与
に
よ
っ
て
日
本
人
鉱
夫
と
同
等
以
上
の
所
得
を
得
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
は
、
日
本
人
鉱
夫
の
忌
避
す
る
よ
う
な
不
快
・
危
険
な
環
境
下
で
の
作
業
や
、
専
ら
夜
勤
を
担
当
す
る
「
常
二
番
」
に
従
事
し
た
の
で
あ
り
、
負
傷
率
は
高
く
、
し
か
も
、
度
重
な
る
負
傷
は
解
雇
に
直
結
し
て
い
た
。 
 
第
四
章
で
は
、
前
章
を
受
け
、
一
九
二
〇
年
代
の
筑
豊
礦
業
所
に
お
い
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
に
対
し
て
行
わ
れ
た
労
務
管
理
の
実
態
を
検
討
し
た
。
同
礦
業
所
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
を
管
理
す
る
手
法
が
整
え
ら
れ
た
。
朝
鮮
人
鉱
夫
の
有
力
者
を
世
話
方
や
飯
場
主
に
任
じ
て
統
轄
の
実
務
を
担
わ
せ
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
居
住
区
域
は
、
日
本
人
鉱
夫
と
分
離
さ
れ
た
。
か
か
る
施
策
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
頻
発
し
た
日
本
人
鉱
夫
・
職
員
と
の
衝
突
の
因
子
を
、
予
め
除
去
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
移
動
を
抑
制
す
る
た
め
、
炭
鉱
労
働
の
訓
練
も
兼
ね
た
養
成
切
羽
制
度
の
創
設
の
ほ
か
、
妻
帯
者
の
優
先
的
採
用
や
縁
故
募
集
の
活
用
が
進
め
ら
れ
、
二
〇
年
代
後
半
に
は
少
数
な
が
ら
長
期
勤
続
者
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
。 
 
し
か
し
、
居
住
区
域
を
限
定
し
た
う
え
で
、
多
数
の
朝
鮮
人
鉱
夫
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
住
環
境
悪
化
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
人
鉱
夫
と
分
離
さ
れ
、「
放
任
」
さ
れ
た
生
活
空
間
は
、
朝
鮮
人
同
士
の
共
同
性
が
強
固
に
維
持
さ
れ
た
空
間
で
も
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年
、
多
数
の
朝
鮮
人
鉱
夫
が
待
遇
改
善
を
求
め
て
参
加
し
た
新
入
六
坑
争
議
は
、
か
か
る
住
環
境
の
悪
化
を
一
因
と
し
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
共
同
性
を
基
盤
に
生
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 
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一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
新
入
六
坑
争
議
の
発
生
と
労
務
管
理
政
策
の
展
開
を
受
け
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
務
管
理
に
は
変
化
が
生
じ
た
。
新
入
六
坑
争
議
の
発
生
に
よ
っ
て
昂
進
し
た
朝
鮮
人
鉱
夫
へ
の
警
戒
感
を
背
景
と
し
て
、
従
来
、「
放
任
」
さ
れ
て
き
た
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
生
活
の
場
へ
の
介
入
・
干
渉
が
強
化
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
反
発
も
み
ら
れ
た
。
一
方
、
一
九
二
五
年
に
は
全
鉱
夫
・
職
員
を
構
成
員
と
す
る
従
業
員
団
体
・
協
和
会
が
設
立
さ
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
年
齢
ご
と
に
編
成
さ
れ
た
各
種
小
集
団
と
と
も
に
、
鉱
夫
た
ち
を
炭
鉱
内
の
秩
序
へ
と
包
摂
し
て
ゆ
く
機
能
を
果
た
し
た
。
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
も
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
加
わ
っ
た
も
の
の
、
生
活
空
間
の
分
離
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
も
継
続
さ
れ
て
お
り
、
鯰
田
炭
坑
報
徳
会
の
事
例
に
み
る
よ
う
に
、
居
住
区
域
の
分
離
を
前
提
と
し
て
の
参
加
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た
、
一
九
二
九
年
の
世
話
方
制
度
廃
止
後
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
人
鉱
夫
は
、
朝
鮮
人
飯
場
主
の
統
轄
の
も
と
に
あ
り
、
飯
場
主
は
鉱
夫
に
強
い
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
日
本
人
鉱
夫
の
統
轄
シ
ス
テ
ム
と
パ
ラ
レ
ル
に
構
築
さ
れ
た
朝
鮮
人
鉱
夫
の
統
轄
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
人
鉱
夫
が
直
轄
制
度
下
で
一
元
的
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
そ
こ
に
組
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
進
め
ら
れ
た
朝
鮮
人
鉱
夫
の
炭
鉱
内
秩
序
へ
の
包
摂
は
、
い
わ
ば
“
分
離
し
つ
つ
包
摂
す
る
”
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
、
中
途
半
端
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
新
入
六
坑
争
議
以
来
、
炭
鉱
側
は
朝
鮮
人
鉱
夫
へ
の
警
戒
感
を
強
め
な
が
ら
、
従
業
員
団
体
の
活
動
や
直
轄
制
度
へ
の
移
行
を
通
じ
た
炭
鉱
内
秩
序
へ
の
包
摂
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
柄
が
、
三
菱
鉱
業
に
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
が
労
務
統
制
上
困
難
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
、
昭
和
恐
慌
に
至
り
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
大
幅
な
整
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
第
五
章
で
は
、
福
岡
県
筑
豊
の
飯
塚
炭
鉱
と
、
北
海
道
雄
別
の
雄
別
炭
鉱
と
い
う
、
二
つ
の
炭
鉱
に
即
し
て
、
昭
和
恐
慌
下
の
三
菱
鉱
業
経
営
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
整
理
過
程
を
検
討
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
三
菱
鉱
業
の
委
託
経
営
と
な
っ
た
両
炭
鉱
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
拡
大
が
進
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
経
営
状
況
や
周
辺
環
境
に
対
応
し
て
、
両
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
募
集
方
法
と
労
務
管
理
の
あ
り
方
に
は
、
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
た
。
募
集
方
法
に
お
い
て
は
、
雄
別
炭
鉱
で
は
、
筑
豊
礦
業
所
と
同
様
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
新
規
渡
航
者
の
採
用
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
周
辺
地
域
に
す
で
に
多
数
の
朝
鮮
人
鉱
夫
が
存
在
し
て
い
た
飯
塚
炭
鉱
で
は
、「
内
地
」
既
住
者
の
採
用
が
主
流
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
労
務
管
理
に
あ
っ
て
は
、
飯
塚
炭
鉱
で
は
、
労
働
・
生
活
の
場
に
お
い
て
朝
鮮
人
鉱
夫
と
日
本
人
鉱
夫
と
を
分
離
す
る
筑
豊
礦
業
所
同
様
の
手
法
が
採
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
雄
別
炭
鉱
で
は
、
労
働
・
生
活
空
間
の
双
方
で
、
朝
鮮
人
鉱
夫
と
日
本
人
鉱
夫
を
混
在
さ
せ
る
と
い
う
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。 
 
昭
和
恐
慌
期
の
鉱
夫
整
理
に
お
い
て
は
、
飯
塚
炭
鉱
で
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
大
半
が
該
当
す
る
教
育
程
度
の
最
も
低
い
人
々
が
集
中
的
に
整
理
さ
れ
た
。
ま
た
、
雄
別
炭
鉱
で
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
を
優
先
的
に
解
雇
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
ま
ず
は
自
発
的
な
退
籍
、
次
い
で
「
積
極
的
解
雇
」
に
よ
っ
て
、
多
数
の
朝
鮮
人
鉱
夫
が
整
理
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
炭
鉱
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
優
先
的
な
整
理
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
採
ら
れ
た
整
理
の
手
法
は
、
両
炭
鉱
に
お
け
る
移
動
状
況
の
違
い
や
周
辺
環
境
（
労
働
市
場
の
有
無
）
に
左
右
さ
れ
、
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
基
幹
的
労
働
部
門
を
担
っ
て
い
た
両
炭
鉱
で
は
、
そ
の
全
て
を
直
ち
に
整
理
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
整
理
は
単
線
的
に
は
進
行
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
飯
塚
炭
鉱
で
は
、
昭
和
恐
慌
期
の
整
理
を
免
れ
、
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定
着
性
の
高
い
人
々
を
中
心
に
、
一
九
三
〇
年
代
も
一
定
数
の
朝
鮮
人
鉱
夫
が
在
籍
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
一
九
三
〇
年
代
の
飯
塚
炭
鉱
に
お
い
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
筑
豊
礦
業
所
と
同
様
、
残
留
し
た
朝
鮮
人
鉱
夫
を
対
象
に
、
炭
鉱
内
秩
序
へ
の
一
定
の
包
摂
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
炭
鉱
側
が
朝
鮮
人
鉱
夫
整
理
の
方
針
を
変
え
て
は
お
ら
ず
（
そ
の
方
針
は
、
日
中
戦
争
勃
発
に
伴
う
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
転
換
さ
れ
る
）、
炭
鉱
内
秩
序
へ
の
包
摂
も
ま
た
、
中
途
半
端
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
な
お
、
筑
豊
礦
業
所
に
お
い
て
も
、
や
は
り
昭
和
恐
慌
期
を
通
じ
て
朝
鮮
人
鉱
夫
の
整
理
が
進
め
ら
れ
た
も
の
の
、
朝
鮮
人
鉱
夫
へ
の
依
存
度
が
高
か
っ
た
鯰
田
・
新
入
両
炭
鉱
で
は
、
飯
塚
炭
鉱
・
雄
別
炭
鉱
と
同
様
、
朝
鮮
人
鉱
夫
を
一
挙
に
整
理
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
特
に
新
入
炭
鉱
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
も
一
〇
〇
名
を
超
え
る
規
模
で
朝
鮮
人
鉱
夫
が
在
籍
し
た
。 
 
第
六
章
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
状
況
と
存
在
形
態
を
、
当
該
時
期
に
お
い
て
最
も
多
く
の
朝
鮮
人
鉱
夫
を
使
用
し
た
麻
生
商
店
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
採
炭
機
構
の
合
理
化
に
お
い
て
そ
の
進
度
を
異
に
し
、
労
務
管
理
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
違
い
を
み
せ
た
麻
生
商
店
と
三
菱
鉱
業
と
で
は
、
朝
鮮
人
使
用
の
経
緯
も
拡
大
の
テ
ン
ポ
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
麻
生
商
店
で
は
、
技
術
革
新
の
後
進
性
と
、
労
働
条
件
が
劣
位
に
あ
る
な
か
で
の
人
員
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
拡
大
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
麻
生
商
店
に
お
い
て
も
、
三
菱
鉱
業
な
ど
と
同
様
、
多
数
の
朝
鮮
人
飯
場
主
が
存
在
し
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
募
集
や
管
理
を
担
っ
て
い
た
。 
 
一
九
三
〇
年
代
、
朝
鮮
人
鉱
夫
は
大
手
・
中
小
炭
鉱
間
で
分
断
さ
れ
た
労
働
市
場
の
下
層
部
分
へ
と
滞
留
し
、
麻
生
商
店
や
中
小
・
零
細
炭
鉱
の
間
を
往
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
小
・
零
細
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
就
労
は
、
事
業
継
続
性
の
乏
し
さ
や
労
務
管
理
の
過
酷
さ
、
そ
し
て
、
旧
来
の
熟
練
技
術
に
依
存
し
た
採
炭
労
働
に
よ
っ
て
、
極
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
麻
生
商
店
で
は
、
大
規
模
な
争
議
の
発
生
（
一
九
三
二
年
）
に
よ
っ
て
も
朝
鮮
人
使
用
の
方
針
が
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
就
労
可
能
な
炭
鉱
が
ほ
か
に
中
小
・
零
細
炭
鉱
し
か
な
い
と
い
う
一
九
三
〇
年
代
の
状
況
は
、
麻
生
商
店
が
多
数
の
朝
鮮
人
鉱
夫
を
確
保
し
続
け
る
う
え
で
、
有
利
に
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
成
果
と
課
題 
 
以
上
、
全
六
章
の
検
討
を
通
じ
て
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
事
柄
は
多
岐
に
渉
る
。 
 
ま
ず
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
の
実
態
に
つ
い
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
戦
間
期
に
お
け
る
就
労
構
造
を
検
討
し
、
一
九
二
〇
年
代
と
三
〇
年
代
を
挟
ん
で
、
炭
鉱
の
経
営
規
模
の
面
で
は
、
大
手
炭
鉱
か
ら
中
小
炭
鉱
中
心
へ
、
地
域
的
に
は
、
福
岡
県
・
北
海
道
・
長
崎
県
か
ら
、
福
岡
県
・
山
口
県
へ
、
と
い
う
重
心
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
か
か
る
変
化
は
、
技
術
革
新
の
跛
行
的
展
開
、
一
九
三
三
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
女
性
坑
内
労
働
の
制
限
、
そ
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
朝
鮮
半
島
か
ら
雇
い
入
れ
ら
れ
た
多
数
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
存
在
、
と
い
っ
た
要
因
が
相
俟
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
三
菱
鉱
業
筑
豊
礦
業
所
に
即
し
て
、
戦
間
期
炭
鉱
業
に
お
け
る
技
術
革
新
の
展
開
と
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
増
加
の
間
に
あ
る
相
互
規
定
的
な
関
係
性
を
描
出
し
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
そ
の
も
の
が
、
労
働
力
構
成
の
再
編
と
、
技
術
革
新
を
促
進
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
、
従
属
変
数
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
朝
鮮
人
鉱
夫
が
、
炭
鉱
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業
に
お
け
る
合
理
化
の
展
開
過
程
で
果
た
し
た
役
割
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
三
菱
鉱
業
筑
豊
礦
業
所
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
規
模
が
、
当
地
で
突
出
し
て
い
た
理
由
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
低
賃
金
労
働
力
で
あ
る
と
い
う
通
念
的
理
解
に
対
し
て
、
対
象
は
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
賃
金
水
準
を
検
討
し
、
朝
鮮
人
鉱
夫
と
日
本
人
鉱
夫
と
の
賃
金
格
差
漸
次
縮
小
と
い
う
丁
振
聲
の
示
し
た
仮
説
が
、
資
料
的
に
実
証
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
本
稿
で
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
就
労
状
況
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
三
菱
鉱
業
・
麻
生
商
店
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
、
日
本
人
鉱
夫
の
忌
避
す
る
危
険
・
不
快
箇
所
で
作
業
や
、
昼
夜
二
交
代
制
の
夜
側
を
受
け
持
つ
「
常
二
番
」
と
し
て
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
得
て
い
た
賃
金
が
、
か
か
る
労
働
の
対
価
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
る
。 
 
次
に
、
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
生
活
と
社
会
に
関
し
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
多
く
は
、
世
話
方
や
飯
場
主
と
い
っ
た
役
付
の
朝
鮮
人
の
下
に
統
轄
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
合
宿
所
や
飯
場
と
呼
ば
れ
る
寄
宿
施
設
は
、
日
本
人
鉱
夫
の
そ
れ
と
区
別
さ
れ
、
三
菱
新
入
六
坑
の
よ
う
に
、
居
住
区
域
そ
の
も
の
が
隔
て
ら
れ
て
い
た
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
寄
宿
施
設
・
居
住
区
域
の
分
離
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
頻
発
し
た
、
朝
鮮
人
鉱
夫
と
日
本
人
鉱
夫
・
職
員
と
の
間
の
諍
い
を
抑
制
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
反
面
、
朝
鮮
人
飯
場
主
ら
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
、
朝
鮮
人
鉱
夫
と
そ
の
家
族
ら
で
構
成
さ
れ
る
朝
鮮
人
の
居
住
区
域
で
は
、
炭
鉱
の
別
を
問
わ
ず
、
朝
鮮
人
独
自
の
文
化
が
維
持
さ
れ
、
強
い
共
同
性
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。 
 
生
活
の
場
が
事
業
所
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
炭
鉱
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
人
た
ち
の
共
同
性
に
基
づ
い
た
諸
活
動
は
、
都
市
部
に
比
べ
れ
ば
微
弱
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
文
化
や
共
同
性
は
、
炭
鉱
側
に
と
っ
て
、
反
発
や
争
議
の
温
床
と
見
な
さ
れ
る
一
方
、
朝
鮮
人
鉱
夫
を
安
定
的
に
雇
用
・
管
理
す
る
う
え
で
、
必
然
的
に
随
伴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
人
鉱
夫
の
募
集
に
お
い
て
、
三
菱
鉱
業
や
雄
別
炭
鉱
で
重
視
さ
れ
た
縁
故
募
集
と
は
、
朝
鮮
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
地
縁
・
血
縁
関
係
を
炭
鉱
の
内
部
に
呼
び
込
む
こ
と
に
な
っ
た
し
、
縁
故
募
集
実
施
の
た
め
に
は
、
郷
里
か
ら
知
己
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
長
期
勤
続
者
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
統
轄
に
は
、
多
く
の
場
合
、
有
力
な
朝
鮮
人
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
炭
鉱
が
朝
鮮
人
鉱
夫
を
安
定
的
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
炭
鉱
側
と
鉱
夫
の
間
に
介
在
し
て
意
思
疎
通
を
図
る
存
在
が
不
可
欠
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
炭
鉱
側
に
と
っ
て
、
警
戒
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
管
理
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
共
同
性
へ
の
対
し
方
は
、
労
務
政
策
上
、
重
要
な
問
題
と
な
っ
た
。
三
菱
鉱
業
筑
豊
礦
業
所
で
は
、
居
住
区
域
を
日
本
人
と
区
別
し
、
限
定
さ
れ
た
居
住
区
域
内
に
お
い
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
共
同
性
を
「
放
任
」
し
た
が
、
新
入
六
坑
争
議
（
一
九
二
六
年
）
の
発
生
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
に
対
す
る
炭
鉱
側
の
警
戒
感
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
を
炭
鉱
内
秩
序
の
な
か
に
包
摂
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
筑
豊
礦
業
所
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
は
、
一
九
二
〇
年
代
末
ま
で
に
行
き
詰
ま
っ
た
。
一
方
、
雄
別
炭
鉱
で
は
、
労
働
の
場
に
お
い
て
も
、
生
活
の
場
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
を
分
散
さ
せ
る
と
い
う
、
共
同
性
に
楔
を
打
ち
込
む
よ
う
な
管
理
が
試
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
、
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
生
活
・
社
会
は
、
炭
鉱
の
内
部
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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筑
豊
炭
田
地
域
で
は
、
炭
鉱
の
周
囲
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
を
顧
客
と
す
る
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
展
開
も
み
ら
れ
、
朝
鮮
人
鉱
夫
を
顧
客
と
す
る
商
店
の
経
営
者
に
は
、
飯
場
主
か
ら
転
じ
た
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
炭
鉱
が
距
離
を
隔
て
ず
に
所
在
し
た
た
め
、
炭
鉱
を
ま
た
ぐ
朝
鮮
人
鉱
夫
の
交
流
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
、
当
地
で
行
わ
れ
た
朝
鮮
人
鉱
夫
の
活
発
な
移
動
を
下
支
え
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
個
々
の
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
消
長
は
、
一
義
的
に
は
経
営
側
の
意
向
に
左
右
さ
れ
た
か
ら
、
例
え
炭
鉱
の
内
部
で
い
か
に
強
固
な
共
同
性
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
生
活
基
盤
は
脆
弱
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
が
対
象
と
し
た
筑
豊
地
域
の
場
合
、
朝
鮮
人
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
炭
鉱
が
常
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
朝
鮮
人
鉱
夫
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
移
動
し
な
が
ら
、
炭
鉱
で
の
就
労
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
朝
鮮
人
鉱
夫
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
流
動
性
の
高
さ
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、「
出
稼
ぎ
か
ら
定
住
へ
」
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
が
重
視
さ
れ
る
従
来
の
「
在
日
朝
鮮
人
社
会
」
史
研
究
に
あ
っ
て
、「
内
地
」
内
で
移
動
す
る
朝
鮮
人
の
存
在
は
、
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
福
岡
県
筑
豊
炭
田
に
お
い
て
、
炭
鉱
間
を
移
動
す
る
、“（「
内
地
」
に
）
定
着
し
つ
つ
移
動
す
る
”
人
々
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
こ
と
、
そ
の
背
後
に
は
、
独
自
の
共
同
性
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
維
持
・
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
当
地
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
労
働
と
生
活
は
、
こ
う
し
た
共
同
性
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
そ
れ
を
利
用
・
管
理
し
つ
つ
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
を
試
み
る
炭
鉱
企
業
が
登
場
し
、
ま
た
、
交
代
す
る
な
か
で
、
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。 
 
た
だ
し
、
炭
鉱
間
の
距
離
が
離
れ
た
北
海
道
や
、
島
炭
鉱
が
中
心
と
な
る
長
崎
県
で
は
、
炭
鉱
内
部
の
朝
鮮
人
社
会
と
、
炭
鉱
外
部
と
が
結
び
つ
く
契
機
に
乏
し
く
、
一
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
た
ち
の
消
長
が
、
そ
の
ま
ま
、
当
地
の
朝
鮮
人
社
会
の
消
長
と
連
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
な
お
、
本
稿
で
は
、
①
朝
鮮
人
鉱
夫
と
日
本
人
鉱
夫
と
の
関
係
、
②
朝
鮮
人
鉱
夫
を
使
用
し
な
か
っ
た
炭
鉱
企
業
や
、
他
業
種
と
の
比
較
検
討
、
③
戦
時
労
務
動
員
政
策
と
の
連
続
と
断
絶
、
と
い
っ
た
重
要
な
論
点
に
つ
い
て
は
、
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
以
上 
